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付
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「地元に戻ろうかな」「地方で暮らしてみたい」と考えている友人や知人はいませんか

　日野町では、若者と地域をつなぐ役割を担う「地域おこし協力隊（若者支援協働推進員）」を募集しています。
皆さんからの「なんか募集してるらしいで」のひとことが、誰かにとって日野町で暮らすきっかけになるかもしれ
ません。
　皆さんの友人や知人で、Ｕターンや移住を考えている方がおられましたら、ぜひご紹介ください。

※応募可能な方は、三大都市圏などの都市部から日野町へ住民票を異動できる方です。
※応募要件や業務内容など、詳しくは町ホームページをご覧ください。

●地域おこし協力隊とは
　自治体が都市部から人材を受け入れ、3年間を期限として地域活性化の活動に従事していただきながら隊員の定
住を図るものです。
　現在、日野町では２名の隊員（移住定住アドバイザー）が活動しています。

●活動内容
　本業務は、地域資源（企業・人・場）を組み合わせ、若者
の選択肢を広げることを目的としています。
　分野（福祉・教育・商工業・農業など）を超えた連携を進
め、若者の社会参画や就労につながる機会をコーディネート
していただきます。

　（１）若者×地域のコーディネート
　　　　若者や地域のニーズ把握
　　　　居場所や地域活動への参加機会の設計

　（２）若者×仕事（企業連携）
　　　　町内企業へのヒアリング（目安：月数件）
　　　　短期間の就労体験機会の企画・調整

　（３）ネットワーク構築
　　　　既存コミュニティへの参加（週１～２回程度）
　　　　分野横断の関係づくり

●募集の背景・目的
　学校卒業後に地域とのつながりが薄れ、孤立してしまう
若者がいます。日野町では子ども食堂やフリースクールな
ど、多様な居場所や活動がありますが、それらをつなぎ合
わせる役割を果たす人材が十分ではありません。
　そこで、地域・企業・活動団体の間に立ち、人と人、人
と地域をつなぐ「ハブ」として、若者が地域のなかで役割
を持ちながら関わり続けられる仕組みを、一緒に作ってい
く仲間を募集します。

【募集について】福祉保健課　地域共生推進担当 ☎ 0748-52-6524
【制度について】企画振興課　企画人権担当 ☎ 0748-52-6552問

地域おこし協力隊（若者支援協働推進員）
を募集しています

町ホームページ
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「地元に戻ろうかな」「地方で暮らしてみたい」と考えている友人や知人はいませんか

　日野町では、若者と地域をつなぐ役割を担う「地域おこし協力隊（若者支援協働推進員）」を募集しています。
皆さんからの「なんか募集してるらしいで」のひとことが、誰かにとって日野町で暮らすきっかけになるかもしれ
ません。
　皆さんの友人や知人で、Ｕターンや移住を考えている方がおられましたら、ぜひご紹介ください。

※応募可能な方は、三大都市圏などの都市部から日野町へ住民票を異動できる方です。
※応募要件や業務内容など、詳しくは町ホームページをご覧ください。

●地域おこし協力隊とは
　自治体が都市部から人材を受け入れ、3年間を期限として地域活性化の活動に従事していただきながら隊員の定
住を図るものです。
　現在、日野町では２名の隊員（移住定住アドバイザー）が活動しています。

●活動内容
　本業務は、地域資源（企業・人・場）を組み合わせ、若者
の選択肢を広げることを目的としています。
　分野（福祉・教育・商工業・農業など）を超えた連携を進
め、若者の社会参画や就労につながる機会をコーディネート
していただきます。

　（１）若者×地域のコーディネート
　　　　若者や地域のニーズ把握
　　　　居場所や地域活動への参加機会の設計

　（２）若者×仕事（企業連携）
　　　　町内企業へのヒアリング（目安：月数件）
　　　　短期間の就労体験機会の企画・調整

　（３）ネットワーク構築
　　　　既存コミュニティへの参加（週１～２回程度）
　　　　分野横断の関係づくり

●募集の背景・目的
　学校卒業後に地域とのつながりが薄れ、孤立してしまう
若者がいます。日野町では子ども食堂やフリースクールな
ど、多様な居場所や活動がありますが、それらをつなぎ合
わせる役割を果たす人材が十分ではありません。
　そこで、地域・企業・活動団体の間に立ち、人と人、人
と地域をつなぐ「ハブ」として、若者が地域のなかで役割
を持ちながら関わり続けられる仕組みを、一緒に作ってい
く仲間を募集します。

【募集について】福祉保健課　地域共生推進担当 ☎ 0748-52-6524
【制度について】企画振興課　企画人権担当 ☎ 0748-52-6552問

地域おこし協力隊（若者支援協働推進員）
を募集しています
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